
使 役 表 現 にお け る 「を」「に」

森 田 良 行

L問 題提起

筆者は昭和56年3月 ・冬樹社より.『日本語の発想』 と題する書を公刊

したが,こ の書が中華入民共和国北京市にある日本学研究センターにおい

て教科書 として使用 された らしい・昭和60年11月 のある日・その受講生

たちか ら,こ の書に対する感想と質問が筆者のもとに届けられた.大 勢の.

人々による書簡ゆえ,質 問内容 も多岐にわたってお 窮 いちいち紹介する

わけにはいかないが,そ の中で日本語の使役表現の本質にかかわるかなり

重要な問題を取P上 げ,文 型 とのからみでr日 本語の発想』中の説明内容

について質問をしてきた一通を問題 としたい・その質問に答 えることは・

単に筆者の著書に対する弁解 と言い訳とにとどまらず,広 く日本語の使役

表現全体にかかわる表現機構上の特質を掘 り下げ追究することにな窮 ひ

いては日本語そのものの発想の特徴を分析記述することにもなると考えた

からである・その意味でこの質問者の疑問点は,は なはだ意義深い価値あ

るものと言えよ弘 また,中 国で教鞭をとる日本語教育者 たちは,い ずれ

もこの質問者 と同様,日 本語の言語現象に対 して,ま た,そ れについての

専門研究に対 して常に懐疑的であり,徹 底的な追究をしてやまないのであ

る・目本語研究に携わる者 は彼等の欲求に応えられるような分析 と結果を

用意しておく必要があるであろう,

2.使 役表現の解釈に関する疑義

まず初 めに質問者の質問内容を紹介 し,つ ぎにそれに対する解答 という
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形 で本稿 のテーマについて論述 しようと思 う,質 問者は 「迷いによる疑問

一 『日本語 の発想』を読んで一 」とい うタイ トルのもとに次のような疑

問を投げ掛けている,質 問事項 は二っあり,書 簡形式で叙述してい都 冒

頭部分は本稿 の主題 に直接関係 ないので省略 レて・問題 となる部分のみ以

下に転載する,

先生 の使役態に関す る論述に対 して私にはい くら考えても分 らない

二つの疑問があります.そ れは先生に取 り上げ られた一つの例文につ

いての解釈です,

「迷いこそが人間の本性 としてぴったりしており,人 間をますま

す人問 らしくきたえ・みがき・ うるおわせ・彼 らに人間としての生

甲斐 を感 じさせてくれ る本源ではないのか・」

この例文について"rを!に 」 の入れ替えは許 されな い 》'と先生

は教 えて くださいましたが・その許 さない理由を説明なされなかった

のです・先生は例の文の前半部を 「迷いが人間をうるおわせる」すな

わち"そ の主体+目 的語+自 動詞+さ せる"と い う形に整理なされ

ました・それ に従って私は例文の後半部をr彼 らに生甲斐を感 じさせ

る」 すなわち"行 為主体+行 為鯖象(目 的語)+他 動詞+さ せる'Pの

形に整理 できます.そ の理由が例文 「(3)私は息子に議論を戦わさせ

た」を見ると分 ります・いまr迷 い」 は例文の後半部にその行為主体

に命令 して行為 をや らせ る使役主体の役割 を果 しているのです・そ う

すると例文にある同一 のr迷 い」は前半部においてはrそ の主体」と

して,後 半部においては 「使役主体」 としていることにな ります・そ

の 「その主体」 と 「使役主体」 とは同じなのですか,あ るいは何か

区別があ夢ますか.私 はこのことに困っています,

もう一つ,先 生はその後"「(夫 は〉妻 を働かせた/妻 に働かせた」の

ような対人関係における命令 ・許容行為でも,「 彼の行為は人々を感

動 させた/人 々に感動 させた」に見られるような事物対人間の関係で

も・行為対象(目 的語 となるもの)が人間の場合には 「を→ に」 の変
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換 が可能 な よ うであ る.と い うこ とは,「...に..・ させ る」 文型 に

おいて 「に」で示 し得 る ものは,物 や事柄ではな く人 なのである"と

指 摘 して ください ま した・ それ に従 って 「迷い が人 問を うるお わせ

る」のよ うな文 を考 えて見 ると,そ の文 はまった く上述 の条件 にぴ っ目

た りあ うのが分 るで しょ う.だ か ら,そ の文 の場合 に 「迷 いが人問 を

うるおわせる」 を 「迷 いが人 間に うるおわせ る』 に変換 して もさ しつ

か えはあ りません、だ が,そ れは前 に出た"「 を/に 」 の入れ替 えは

許 さない"と い う断定 と矛 盾 して一致 しない ので はないで しようか・

おそ らく6`rを/に 」 の入 れ替 えは許 さない"理 由はr人 間」 とrう

るおわせ るJの 間に 「きたえる」 と 「み が く」 とい う二つ の他動詞

が介在 してい るところ に あるで しょうか,も し,そ の間に介在 して い

る動詞が他動 詞でな く自動詞であれ ば 「を ノに」 の入れ替 えは許す の

だろ うと私 は考 えてお ります.そ れ について,目先生 のお教 えを受 けて

いただ けるよ うにお願 い します、

日本語研修生 李 希同

1985年10月29日

北 京外語学院 にて

(引用文 は原文 のまま)

質 問者 の取 り上 げた問題 の箇所 は 『日本語 の発想』の中の"3・ 「人々 に

感銘 さ茸 る」 か 「人々 を感銘 させる」 か"の 題 で使役文型 を論 じた章 で

ある,こ の章 では,筆 者 は,日 本語 の使役表現における二つ のタイ プ 「,.,

を 一.・させ る/… に … させ る」 の使 い分 け,特 に同 じ 「・.・を,..さ

せ る」 で も格助動詞 「を」 が 「に」 に置 き換 え可能 な例 と不可能 な例 と

が あることを指摘 したので あ る・そ して,質 問者 が直接引用 してい る用 例

も含 めて・ この章 の執筆 に当 たって 筆者 は表現分析 のための用例 として,

新 島正著 『ユーモ ァ』(潮文社新 書 昭和33年4月 初版)の 中の全使役用 例

を分祈 の対象 としたのであ る,引 用 の 「迷い こそが.,.」 の例文 は同書 の

45ぺ 一ジにある.
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3.行 為 主体 と使役主体の区別

さて,質 問 の内容 は2点 あ り,い ず れ も同 じ 「迷 いこそが_」.の 引用

文 につ いての筆者 の解 説 についてであ る・叙述 の便宜上,第1の 質問,第

2の 質 問 と区別 して順 に取 り上げ,質 問者 の疑問 に答 えるとい う形 で,日

本語 の使役表現 の特質 と表現 の型 について論 じていきたい.

まず,第1の 質問の内容 を要約 す る と次 のよ うになる,

迷 い こそが人 間をます ます人 間 らしくきた幻 みがき,う るおわせ,

彼 らに人間 としての生 甲斐 を感 じ さぜて くれ る本源 ではないのか・

この文で,同 じr迷 い」 が,筆 者 の解 説文中では 「うるおわせ」 の主

語 として は"そ の主体"(行 為主体)}「 感 じさせ」に対 しては"使 役 主体"

と言 い分 けてい るが,こ れ は同 じこ となのか,何 か区別 があるのか.

この質聞 に答 えるために,二 つの使役 表現 を

a・ 迷い こそが._人 間 を...う るお わせ

b.迷 い こそが_.彼 らに,_生 甲斐 を感 じさせ

と分 けてお こ う・aの 述語 「うるおわせ」は 自動詞 「… が … うるお う」

に使役 が付いた もの、 それ によって他動 詞同等 の資格 を帯びた もの と解 す

る ことがで きる(自 動詞 の他動 化現象)・ それゆえ,原 文 の 「人 間 らしくき

たえ,み が き,う るおわせ..卜 」 と,二 つ の他動詞 と並列関係 に立 っこ と

ができ たのであろ う・ この文 中では一般 の他動詞 と資格 の上で全 く差 がな

い,そ して,他 動詞 が目的語 を要求 す るよ うに,対 等 の関係 で並 ぷ述語 の

一 つ として
,同 じ目的語 「人 間 を」 を取 ってい る,「 きたえ」「みが き」 と

目的語 を共有す ると言 い換 えて もよかろ う.と い うことは・aの 文 では主

語 「迷 い こそが」 は 「うるおわせ」 に対 して は,他 動詞 「きたえ」や 「み

が き」 と同様,他 動 現象 の主体 の立場 に立 ってい ると言 っていい.口 訳的

に説 明すれぱ 「迷 いこそが」は 目的語 「人 間 を』 に対 して 「うるお う」 こ

とを 「させ る」のだ と言 える,し た がって,こ れ はあ くまで他動行 為の主

体 と見 るべ きで ある.

一 方
,bの 文 は どうか、述語 「感 じさせ」は他動詞 「(生甲斐 を)感 じる」
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に使役 の付 いたもので ある・ したがって,主 語 「迷い こそが」 は 「迷 い

こそ が ・一 生 甲斐 を感 じさせ」 と結び つき・そ のような生 甲斐 を感 じるよ

うにさせ た対象 として相手格r彼 らに」 を要求す る・aの 文 と違 って・r迷

い こそが」は 目的語 「生 甲斐 を」 に対 してで はなく}人 間 「彼 らに」 に対

して 「生 甲斐 を感 じる」 よ うに 「させ る」 ので ある・ 両者 の差 を発想 の

手 順 として示せば次 の よ うになるで あろ う,

aは,「 迷 い」 が どうした～ノうるお わせ た./何 を?/人 間 を.

bは,「 迷 い」が ど うした ～/感 じ させ た,ノ 何 を～/生 甲斐 を・/だ れ に～ノ

彼 らに.

とい うことは,nの 「うるおわせ」 は 「だれに対 して」 ではな く,「 何

を ち を受けてい るただの他動詞相 当 の句 とい うことになる.そ して 「迷

い」 は 「人 間 をゴ に対 して 「うるおわせ る」行為主体 となるであろ う,}

方,bの 「感 じさせ る」 は 「彼 らに」 に対 して何 かを感 じさせ る(命 令 や

使役 ・誘発な ど)使 役主体 だ と言え よ う・た とえ主語 を共通 にしていて も・

それ を受 ける述語次第で,同 じ主語 が行為主体 となった り使役 主体 となっ

た りす るわけで ある・ これは二つ の述語 によってそれぞれ形 づ くられ る文

の構造 が根 本的 に相 違 しているため と解 すれ ば説明 がつ く.

以 上 の差 を,そ の他 の例 について 眺 めてみよ う、 例 文 は 同じ新島正著

『ユーモア』 か ら引 くこ とにす る、

まず,aの 他動詞相 当の 「させ る」例 を引こ う.

○ 思想 の相違 がこれほ どまでに人 間の善意 を くらませ,戦 闘的 に させ

る.(20ぺ)

O個 性 的 な調和が,新 鮮 な生命感 を もって人び との心 をゆすぶ りおこ

し,若 返危す盈.(145ぺ)

Oそ こ に醸 し出 され るユーモァは,ユ ーモ ァ として の実感 を浮ぴ上 が

らせて くる・(164ぺ)

O生 の意義 を不 当にひずませた り圧迫 した りす る目にみ えないカ(72

ぺ)
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いず れ も述語 に使役 を伴 っているが,「 を」 格 の 目的語 を取 ることに よ

って,自 動詞+「 せ る」 が他動詞 と同格 にな っている・ 特 に2番 目と最後

の例 は 「ゆすぶ りお こし,若 返 らせ る」「ひず ませた り圧迫 した り」 と・他

動詞 との並列関係 に よって等価 の機 能 を証明 している,4例 とも主語 は他

動的行為 ・作用 の主体 である.こ れ に対 し,

○ 新鮮 な印象 が,私 た ちに生 々 とした微笑 をそそ り・ 無意識 の中に,

人 間へ の愛情 を さえよみが え らせて くれ るのである(97ぺ)

で は,主 語 「新鮮 な印象 が」 は二つの述語 「_・ 微笑 をそそP」 「一 ・よ

み がえ らせ て くれ る」 にそれ ぞれ係 る.「 愛情 がよみが える」 の 自動詞的

表現 を 「せ る」の付加 によって 「愛情 を よみがえ らせ」 と他動詞的 に変 え,

前 の他動詞 の述語 「微笑 をそそ り」 とセ ッ トで並列 の関係 を結 ぶ・その他

動詞的作用 が 「私 たちに」向 けられ るので あるか ら 「新鮮 な印象 」は 「私

たち」 に対 する使役主体 となる・ 「に」 格 を取 る 「せ る ノさせ る」表現 の

主体 は・ 述 語 の自他 に関係 な く使役 主体 と考 え られる(文 意 によっては許

容主体 な どに もなる)、 「に」格 にヒ ト名詞 が立つ場合

O牛 乳 の嫌 いな子供 に無理 を してそれ を飲 ませる と下痢 をした り・ア

レル ギー症状 をお こす こ ともあ る.(91ぺ)

○ 野球狂 のス リに,い ま入揚 を堕倉 さ.尽資こ とは大分無理な相談 だ と
.oo

悟 った刑事 は,(95ぺ)

O恋 愛 ほ ど私 たちに人 問 としての さま ざまな心 の動 きを体験 させて く

れ るものはない.(102ぺ)

「に」格 の語 の省略 や
,意 味的 に 「に」格相 当の語の例 も多い・

Oな かなか見 どころのあ る若者 だ と見込 んだ彼女 は,邸 内 の離れの一

室 を この若者 のために提供 して,そ こでみっち り修行 をつ ませ ること

に し,女 の子 を使 って食事は もちろんのこ と,日 常,身 のまわ りの面

倒 まで みさせ た・(15ぺ)

○ そのや り方 は相手 を して相手 みずか らを知 らせ る とい う,柔 軟 な微
ロ ロ じ 　 ロ

苦笑外交 だ とい えようか,(145ぺ)
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○作家をして・自分の生活経験をそのままの形で小説の中に再表現 さ
曹 ■ ● ・ 昼

せ る動機 の中には,(161ぺ)

こ のよ うな格助詞 の省略 や変形 はあるに して も,典 型 的な 「せ る!さ せ

るJ文 型 のタイプ として次 の2種 をまず挙 げなければな らない.

a一 ・,ガ ・』・ヲ 自動詞せ る,

b,、..ガ._二 、,.ヲ 自動詞せ る!他 動詞せ る,

そ して,そ の中問のタイプ として,

C..,,ガ...ヲ 他 動詞せる,

の 存在 も忘れてはな らない,質 問者 の第2の 問題 は,上 のaお よびc形

式 の 「を」格 を 「に」格 に入れ替 えて,

d,.,,ガ._二 自動詞 せる/他 動調せ る.

に変 形可能 な場合 の規則 は何 であるかとい うことであった.

4。 「～を」文型 と 「～に」文型の差

aお よびbの 二 つの文構造の違 い は,第2の 質問 の解答 をお のず と導

き出す.質 問の主旨は

「夫 は妻 を働 かせた/妻 に働 かせた・」
　 じ

「彼の行為は人々を感動 させた1人 々に感動 させた、」
●,

において,「 を/に 」 の変換 が可能 な理 由として 「妻」 や 「人々」 のよ う

にヒ ト名詞 なるがゆ えとす るな らば,前 に引用 したAの 文

○迷い こそが人 間を きた え,み がき,う るおわせゼ_

も 「人 間 を』 を 「人 間 に」 と換 え得 るはずだ が,そ れ ができない理 由 は

何 か とい うので ある・前 章で も述べ たよ うに,こ の文は

「迷 いが どうした～/う るお わせ た/何 を?ノ 人 間 を,」

と分析 できるが,こ れ は"う るお う現象 が人 間にまで及 ぶ"と い う作用

の他動的現象 を述べてい る・ したが って,「 迷 い」 はただの作用 主体 で し

かない.こ れは

○運命 が彼女 を狂 わせた、
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で も同 じで,"狂 う現象 が彼女 に及 ぶ"す なわち 「運命」 は,彼 女(の 人

生 コー ス)を 狂 わす原因 となった作用 主体 と言 える.一 方,bの 文

r迷 いがど うしたP/感 じさせ た/何 をP/生 甲斐 を/だ れ に2!彼 ら

に.」

において は,"生 甲斐 を感 じるこ とを彼 らがす る"よ う 「迷 い」 が彼 ら

に仕向 けたので あ り,「 妻 に働かせ た」 も"夫 が妻 に対 して,妻 が働 くこ

とをす るよ う妻 に命 じた(も しくは許 した)"の であ る・"感 じることを×

Xが す る""働 くことを××がす る"と い う自主的 な行為や作用 恭で きう

対象 とい えば,多 くは人 間であ る、したがって 「ヒ ト名詞 の場合 には,ヲ ノ

土 の変換 が成 立 しやすい」 とい うこ とになる・ ヒ ト名詞 だか らヲ/二 の変

換 が自由 とい うのではない・"_、 す ることを××が行 う"よ う命 じた り,

仕 向けた り,許 した りできる対象 は一般 にヒ ト名詞 ゆえ,「Bに,_さ せ

る」文型 の表す意味にヒ ト名詞 が適合 しやす いとい うだけの話 である・ヒ

ト名詞 でな くとも,み ずか らコン トロールの可能 な機械類な ら

Oコ ンピューターに人件費 を計 算 させ る,

Oヘ リコプター に荷 を運 ばせ る,

と,こ のd形 式 が使 える.「 ソロバ ンに計算 させ る」 とか 「炊飯器 にご

飯 を炊かせる」 とか言 えないのは,こ れ らは準 ヒ ト名詞扱いの で きない

"道 具'レ だか らであろ う
、d「Bに 、、.させ るJが 可能 な名罰 は》 恩恵

賦与表現 「Bに.一 して も らう」 も可能 なよ うで ある、使役 「卍させる」

は恩恵賦 与 「～て もらう」 と意味的 に裏返 しの関係 にあ ると言 える・

さて,rBに 」 に言 レ・換 え可能 なヒ ト名詞 「Bを 」 の例 を次 に掲 げる・

○イ プセ ンはノ ラを人形 の家 か ら逃 げ出 させた が,(18ぺ)

○彼女た ちをそのよ うに思 い込 ませたものは,彼 女 らよ り美 しい同性

の友人 たち,知 人 たちであった ことは否定で きない・(33ぺ)

○ こんな自分 を・平安 に静養 させるために,父 や母が どれ くらい しな

くてすむ気 くば りをしなければな らなか ったこ とか、(43ぺ)

○ 「,,,二 人 とも じや うず に 握手 をなさい」 と先生 は に こに こしなが
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ら・僕 たちを向 かひ合 はせま した・(有 島武郎 「一房 の葡萄」)

「夫 が妻 を働 かせ る」 は
,"妻 が 働 くこ とをす るよ うに,夫 が妻 を労働じ ロ リ

主体 の対象 としてや らせ る"こ とであ る.目この よ うな 「AがBヲ_さ

せ る」(a形 式)に おいて"Bが,_す る 二 とをAが 行 う"文 は,「Bを 」

は 「Bに 」 に変換 が可能 で,Bは ヒ ト名詞 もしくは準 ヒ ト名 詞,Aは

使役 主体で ある・一方,「 迷 いが人 間を うるおわせ』「運 命が彼女 を狂 わせ

た」 は ど うか.こ れ は"人 問が うるお いをする""彼 女が狂 うことをす
　 し ロ

る"わ けではない,"う るおい が人間 に生 ず る"た だの現象 である・ あ

る現象 がBの 上 に及 び影響 する,あ るいは生 じ,Bの 状態 を変える.B

は 行為主体 ではな く,そ の現象 を受 ける対象(目 的語)に す ぎない,こ のよ

うなBは 艶た とえヒ ト名詞 であって も,b形 式 「B二Cヲ.・ ・させ る」,

d形 式 「B二 ・一 させ る」へ の変形 は許 さなマ・・Aは 行為 ・作用主体 で7

Bに 対 して"BがCを_.す る"よ う仕向 けた.り命 じた りす る使役

主体 とはな らない,

○共通 の悩 みを持つ とい うことが,そ れ まであま り親 し くもなか った

人 たちを引 きつ け させ るのであ る,(34ぺ 〉

"人 たちに対 して引 きつ ける行為 をや らせ る"使 役ではない
,"入 たち

が互 いに相手 を引きつけあ う現象 が彼等 に及 ぷ"他 動的現象 である・典 型

・的 な例で,r人 た ちを」 をr人 たちに」 と変 えられないのは もちろんで あ

る.

b・dの 「B二...さ せ る」文型 が,そ の発想 や文義 か ら,Bに ヒ ト名

詞 が立 ちやす いか らとい って,「Bヲ 」 σ)Bが ヒ ト名詞 な ら,こ の 「を」

は 「に」 に変 え られ る とい うことにはな らないのである,

な お,本 稿 の内容 に関係 する論考 として,筆 者 の次 の論文 を参照 してい

た だ ければ幸 いで ある.

Q「 受身 ・使役の言い方」(早大語研 『講座 日本語教育9』 所収1973年7月 〉

or客 を待たせる」か 「客に待たせる」か(拙 著 『目本語の表現』所収1983年12

月 創林社)
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